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杉本肇子先生の巻

秋
晴
れ
の
１１
月
６
日
（
木
）。

イ
チ
ョ
ウ
の
色
付
き
は
じ
め
た

御
堂
筋
を
相
愛
高
校
３
年
生
が

着
物
姿
で
散
策
し
ま
し
た
。

秋
の
校
外
学
習
を
か
ね
た
イ

ベ
ン
ト
「
着
物
で
あ
る
く
御
堂

筋
」
で
、
今
回
で
９
年
目
。
企

業
の
集
ま
る
ビ
ジ
ネ
ス
街
・
御

堂
筋
の
歴
史
や
文
化
を
肌
で
感

Ｑ
　
先
生
に
な
ろ
う
と
さ
れ
た
の

は
い
つ
ご
ろ
で
す
か
？
ま
た
そ
の

き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
　
い
つ
か
ら
と
も
な
く
。
学
校

が
好
き
な
の
で
。

Ｑ
　
先
生
は
ど
の
よ
う
な
中
学
、

高
校
時
代
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た

か
？

Ａ
　
中
学
は
陸
上
部
、
高
校
は
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
。
勉
強
に
、

運
動
に
、
充
実
し
た
６
年
間
で
し

た
。

Ｑ
　
特
技
や
ご
趣
味
が
あ
れ
ば
、

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

Ａ
　
読
書
、
ド
ラ
イ
ブ
。

Ｑ
　
休
み
の
日
に
は
ど
ん
な
こ
と

を
し
て
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

Ａ
　
た
い
て
い
、
家
事
と
予
習
で

終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

Ｑ
　
先
生
の
モ
ッ
ト
ー
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

Ａ
　
で
は
、
英
語
で
好
き
な
言
葉

を
。IfIwasn'thard,Iwouldn't

be
alive.IfIcouldn't

ever
be

gentle,Iwouldn'tdeserve
to
be

alive.

（
し
っ
か
り
し
て
い
な
か
っ

た
ら
生
き
て
い
ら
れ
な
い
。
優
し
く

な
れ
な
か
っ
た
ら
生
き
て
い
く
資
格

が
な
い
。）

Ｑ
　
相
愛
生
の
①
良
い
と
こ
ろ
②
こ

こ
を
直
せ
ば
も
っ
と
良
く
な
る
と
い

う
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
③
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
れ
ば

ど
う
ぞ
。

Ａ
　
①
全
体
的
に
素
直
で
穏
や
か
、

相
手
を
思
い
や
る
あ
た
た
か
さ
②
い

い
意
味
で
、
も
っ
と
貪
欲
に
な
っ
て

も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
③

も
し
も
苦
し
い
と
思
う
時
期
が
あ
っ

て
も
、明
け
な
い
夜
は
あ
り
ま
せ
ん
。

コ
ツ
コ
ツ
と
自
分
を
磨
き
続
け
て
高

み
に
登
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
こ
か
ら

見
え
る
景
色
は
今
と
は
違
い
ま
す
。

Ｑ
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
回
登
場
し
て
い
た
だ
く
先
生
を
紹

介
し
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
　
松
本
多
加
先
生
、
お
願
い
し
ま

す
。

コツコツと自分を磨いて

部
・
大
西
正
英
課
長
代
理
が
話

す
「
御
堂
筋
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
の
活
動
に
興
味
深

く
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
企

業
訪
問
を
終
え
た
谷
本
茉
莉
子

さ
ん
は
、「
会
社
と
学
校
が
隣

な
の
に
ど
ん
な
お
仕
事
を
さ
れ

て
い
る
の
か
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
大
企
業
の
方
と
話
が
で
き

て
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
堀
江
法
子
さ
ん
は
、

「
日
本
人
ら
し
い
姿
で
訪
問
で

き
て
、
良
か
っ
た
」
と
着
物
姿

で
訪
問
で
き
た
感
想
を
、
藤
野

衣
里
子
さ
ん
は
「
最
初
は
緊
張

し
て
、
と
て
も
怖
い
人
だ
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
や
さ
し
い

方
で
よ
か
っ
た
で
す
」
と
緊
張

が
と
け
た
様
子
で
話
し
て
い
ま

し
た
。

じ
と
る
校
外
学
習
で
す
。
生
徒

た
ち
は
「
小
紋
」
を
着
て
、
北

御
堂
（
本
願
寺
津
村
別
院
）
の

大
階
段
で
記
念
撮
影
し
た
あ
と

御
堂
筋
へ
。
希
望
者
を
対
象
と

し
た
「
御
堂
筋
沿
道
の
企
業
訪

問
」
も
行
わ
れ
、
貴
重
な
社
会

体
験
も
し
ま
し
た
。

こ
の
企
業
訪
問
は
御
堂
筋
オ

ー
タ
ム
ギ
ャ
ラ
リ
ー
２
０

０
８
の
協
力
イ
ベ
ン
ト
の

一
つ
と
な
っ
て
お
り
、
参

加
者
３６
人
は
、
会
員
企
業

の
竹
中
工
務
店
、
大
阪
ガ

ス
、
京
阪
神
不
動
産
、
あ

い
お
い
損
保
の
４
社
を
訪

問
し
ま
し
た
。

竹
中
工
務
店
を
訪
問
し

た
生
徒
た
ち
は
、
同
社
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
発
推
進
本

沿
道
４
社
の
企
業
訪
問
も

第10回関西弦楽コンクール
優秀賞審査員賞 高１　中塚　菜月
優秀賞 高３　筒田　咲紀

第11回江藤俊哉ヴァイオリンコンクール　
ジュニア・アーティスト部門本選
第２位 高１　杉谷　　悠
入　選 高２　比奈本　茜

第62回全日本学生音楽コンクール
大阪大会予選通過
ヴァイオリン部門高１　杉谷　　悠

高２　比奈本　茜
声楽部門

高３　田中　　茜

第32回ピティナ・ピアノコンペティション
西日本地区本選Ｄ級
第１位
全国決勝大会
入選 中１　佐々木英里奈

第１回大阪府立青少年会館
国際ピアノコンクール
高校部門
第４位 高３　伊藤　叶実

第11回ペトロフピアノコンクール
高校生部門　
入選 高３　橋本　幸枝

第13回熊楠の里音楽コンクール
ピアノ部門
第１位 高３　橋本　幸枝
チェロ部門
第１位 高２　稲本　愛歌

第19回堺ピアノコンクール
銀賞 高３　藤澤　愛美

第２回横浜国際音楽コンクール
ピアノ部門高校の部本選
入選 高３　藤澤　愛美

◆コンクール入賞者◆

高3が「小紋」で校外学習

先
生

数
珠
つ
な
ぎ

の
コ
ー
ナ
ー

着物であるく
御堂筋
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２
０
０
８
年
度
高
２
修
学
旅
行
は
、
９
月
２
日

（
火
）
か
ら
４
泊
５
日
で
北
海
道
を
訪
れ
ま
し
た
。

昭
和
新
山
、
有
珠
山
・
西
山
火
口
の
見
学
に
始

ま
り
、
富
良
野
散
策
等
、
こ
の
地
な
ら
で
は
の
雄

大
な
自
然
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

旭
山
動
物
園
や
小
樽
で
の
自
主
研
修
を
楽
し
み
、

ニ
セ
コ
で
は
迫
力
あ
る
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
ま
し
た
。

大
阪
本
町
で
過
ご
す
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
普
段

と
は
異
な
る
環
境
の
中
で
、
い
く
つ
も
の
感
動
や

経
験
を
得
ま
し
た
。
中
で
も
、
友
達
と
寝
食
を
共

に
す
る
こ
と
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
も
多
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

出
発
前
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
言
葉
で

す
。「
集
団
の
中
で
一
人
一
人
が
思
い
や
り
、
気
配

り
を
忘
れ
ず
、
規
律
を
正
す
こ
と
の
大
切
さ
を
自

覚
し
、
一
生
の
貴
重
な
思
い
出
に
な
る
よ
う
に
」

こ
の
願
い
通
り
、
彼
女
た
ち
が
努
力
し
、
無
事
帰

阪
で
き
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

高校修学旅行

晴天の下で大にぎわい

本
年
度
の
修
学
旅
行
は
、
５
月
７
日
（
水
）
か
ら
１０

日
（
土
）
ま
で
３
泊
４
日
の
日
程
で
、
沖
縄
本
島
・
宮

古
島
へ
行
き
ま
し
た
。
大
型
連
休
明
け
で
生
徒
た
ち
の

体
調
を
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
全
員
と
て
も
元
気
で
、

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
無
事
に
全
行
程
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

１
日
目
は
関
西
空
港
か
ら
沖
縄
本
島
へ
移
動
し
、
美

ら
海
水
族
館
へ
向
か
い
ま
し
た
。
日
本
有
数
の
大
規
模

な
水
族
館
で
、
イ
ル
カ
の
シ
ョ
ー
を
見
た
り
、
巨
大
な

水
槽
の
中
で
泳
ぐ
魚
た
ち
に
感
激
し
た
り
、
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

２
日
目
は
首
里
城
へ
向
か
い
、
ひ
め
ゆ
り
の
塔
を
見

学
し
ま
し
た
。
沖
縄
の
歴
史
や
戦
争
に
つ
い
て
事
前
学

習
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
館
内
の
写
真
や
資
料
を
熱

心
に
見
学
し
、
涙
を
流
す
生
徒
も
い
ま
し
た
。
午
後
に

は
那
覇
空
港
か
ら
宮
古
島
へ
移
動
し
、
来
間
島
展
望
台

よ
り
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
海
を
眺
望
し
ま
し
た
。

３
日
目
は
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
体
験
が
メ
イ
ン
に
な

り
ま
す
。
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
と
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
を
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
示
に
従
っ
て
海
を
満
喫
し
ま
し

た
。最

終
日
は
移
動
日
で
、
予
定
通
り
午
後
４
時
に
無
事
、

関
西
空
港
に
到
着
し
ま
し
た
。
大
き
な
事
故
も
な
く
、

大
阪
で
は
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
大
自
然
を
満
喫
で

き
、
生
徒
た
ち
は
素
晴
ら
し
い
思
い
出
が
つ
く
れ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

感動と学びの北海道感動と学びの北海道感動と学びの北海道

沖縄の自然と歴史に触れる
中学修学旅行

中学・高校　乙女祭

今
年
度
の
文
化
祭
は
晴
天
の
下
１０
月
１２
日
（
日
）
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
改
修
さ
れ
た
た
め
、
飲
食
場
所
は
狭
く
な

り
ま
し
た
が
、
エ
リ
ア
ご
と
に
趣
の
異
な
る
い
ろ
い
ろ
な
「
お
祭

り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
ゾ
ー
ン
で
は
、
育
友
会
の
お
母
様
方
な
ど
に
よ
る
模

擬
店
や
バ
ザ
ー
が
行
わ
れ
、
秋
祭
り
の
縁
日
を
思
わ
せ
る
雰
囲
気

で
し
た
。
新
し
く
な
っ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
ス
テ
ー
ジ
で
の
力

あ
ふ
れ
る
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
教
室
や
講
堂
で
は
、

各
々
の
個
性
を
出
し
、
こ
の
日
の
た
め
に
準
備
を
し
た
展
示
や
バ

ザ
ー
等
の
発
表
や
、
ク
ラ
ブ
は
日
常
の
活
動
の
報
告
を
兼
ね
た
発

表
を
行
い
ま
し
た
。
コ
ー
ラ
ス
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
各
ク
ラ
ス
が
一

致
団
結
し
て
、
素
晴
ら
し
い
歌
声
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
年
度
も
、
数
多
く
の
保
護
者
の
方
々
や
卒
業
生
な
ど
に
ご
来

場
い
た
だ
き
、
生
徒
た
ち
の
元
気
な
姿
を
見
て
も
ら
え
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
生
徒
会
指
導
係
・
河
野
定
幸
）
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創
立
１
２
０
周
年
記
念
と
し

て
募
集
さ
れ
た
「
よ
ろ
こ
び
の

歌
」
で
応
募
者
８
人
の
中
か
ら

見
事
に
選
ば
れ
、
式
典
で
披
露

さ
れ
た
。

「
母
方
の
叔
母
が
学
園
の
音

楽
科
を
出
て
ピ
ア
ノ
の
先
生
を

し
て
い
て
、
私
も
将
来
は
音
楽

家
に
な
り
た
い
」
と
い
う
夢
を

抱
い
て
相
愛
中
学
へ
。「
入
学

式
で
、『
南
無
阿
弥
陀
仏
』
な

科　　目 予算 決算 差異
学生生徒等納付金収入 2,708,413 2,711,203 △ 2,790
手数料収入 △ 7534,760 34,835
寄附金収入 59,671 60,081 △ 410
補助金収入 617,663 623,637 △ 5,974
資産運用収入 72,366 72,187 179
資産売却収入 200,970 200,970 0
事業収入 98,967 99,594 △ 627
雑収入 157,806 158,817 △ 1,011
前受金収入 450,025 475,180 △ 25,155
その他の収入 1,764,588 1,765,933 △ 1,345
資金収入調整勘定 △ 736,232 △ 792,105 55,873
前年度繰越支払資金 1,614,980 1,614,980
収入の部合計 7,043,977 7,025,312 18,665

人件費支出 2,968,231 2,995,825 △ 27,594
教育研究経費支出 505,616 519,887 △ 14,271
管理経費支出 232,352 214,680 17,672
施設関係支出 718,711 722,739 △ 4,028
設備関係支出 75,805 75,365 440
資産運用支出 827,295 827,321 △ 26
その他の支出 480,541 481,698 △ 1,157
資金支出調整勘定 △ 296,603 △ 324,581 27,978
次年度繰越支払資金 1,532,029 1,512,378 19,651

支出の部合計 7,043,977 7,025,312 18,665

●
資
金
収
支
計
算
書
　 

平
成
　
年
　
月
　
日
〜
平
成
　
年
　
月
　
日
　
　
　
　（
単
位
　
千
円
）

19

20

4

1

3

31

科　　目 予算 決算 差異
学生生徒等納付金 2,708,413 2,711,203 △ 2,790
手数料

当年度消費支出超過額 470,209 786,810
前年度繰越消費支出超過額 8,576,118 8,576,118
基本金取崩額

△ 7534,760 34,835
寄附金 61,672 63,106 △ 1,434
補助金 617,663 623,637 △ 5,974
資産運用収入 72,366 72,187 179
資産売却差額 970 970 0
事業収入 98,967 99,594 △ 627
雑収入 157,806 158,817 △ 1,011
帰属収入の部合計 3,752,617 3,764,349 △ 11,732
基本金組入額合計 0 0 0
消費収入の部合計 3,752,617 3,764,349 △ 11,732
人件費 2,873,907 2,901,222 △ 27,315

管理経費 262,997 235,641 27,356
教育研究経費

資産処分差額 171,067 468,613 △ 297,546
徴収不能額 37,644 32,975 4,669
徴収不能引当金繰入額 0 10,899 △ 10,899
消費支出の部合計 4,222,826 4,551,159 △ 328,333

●
消
費
収
支
計
算
書
　 

平
成
　
年
　
月
　
日
〜
平
成
　
年
　
月
　
日 

　
　（
単
位
　
千
円
）

19

20

4

1

3

31

877,211 901,809 △ 24,598

消
費
収
入
の
部

消
費
支
出
の
部

0 745,337
翌年度繰越消費支出超過額 9,046,327 8,617,591

収
入
の
部

支
出
の
部

科　　目 本年度末 前年度末 増減
固定資産 18,406,375 19,355,794 △ 949,419
有形固定資産 △ 70,36616,124,416 16,194,782
その他の固定資産 2,281,959 3,161,012 △ 879,053

流動資産 1,785,533 1,779,656 5,877
資産の部合計 20,191,908 21,135,450 △ 943,542
固定負債 1,153,867 1,248,470 △ 94,603
流動負債 891,452 953,582 △ 62,130
負債の部合計 2,045,319 2,202,052 △ 156,733
第１号基本金 26,185,180 26,930,516 △ 745,336
第３号基本金 200,000 200,000 0
第４号基本金 379,000 379,000 0
基本金の部合計 26,764,180 27,509,516 △ 745,336

●
貸
借
対
照
表
　
平
成
　
年
　
月
　
日 

　
　
　（
単
位
　
千
円
）

消費収支差額の部合計 △ 8,617,591 △ 8,576,118 △ 41,473

翌年度繰越消費支出超過額

20,191,908 21,135,450 △ 943,542
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３．貸借対照表は年度末の財政状態を表すもので、資産、負債、正味財産（基本
金、消費収支差額等）の状態を表示しています。資産の部、負債の部、基本金
の部及び消費収支差額の部を設け、資産、負債、基本金又は消費収支差額の
科目ごとに､当該年度末の額を前年度末の額と対比しており、 昨年度からの
変動をみることができます。

本決算書は平成19年度の事業計画における総ての収入および支出を包括したものである。
学校法人会計基準および経理規定に基づき、資金収支計算書、消費収支計算書及び貸借対照
表で報告します。
１．資金収支計算書は、当該会計年度の諸活動に対応するすべての収支の内容、並びに支払
資金の収支の顛末を明らかにすることが目的の計算書です。平成19年度の予算（補正予算）
額と決算額とを対比する形式で表しています。
２．消費収支計算書は当該会計年度における消費収支の均衡状態とその内容を明らかにし、
学校法人の経営状況が健全であるかどうかを示すいわば企業会計の損益計算書に当たるもの
です。

平成19年度　決算報告

平成19年度決算が平成20年５月26日の理事会・評議員会におい
て承認された。平成19年度の各学校の教育研究演奏活動、生徒指導、
国際交流活動について報告する。

相愛大学音楽学部
音楽学部では教学上の事業活動として、学内、学外における各種
のコンサート開催、外部招聘による公開レッスンならびに公開講座、
国際交流としてのヨーロッパ研修等を実施している。中でも、コン
サートの開催は学部独自の最も重要な活動として位置付けられてい
るが、その内容はいくつかのカテゴリーに分かれ質量共に極めて多
彩で充実したものとなっている。
平成19年度においても上記を中心とした事業活動を行った。コン
サート関連では、本学南港ホールにおける各専攻生による「学内演
奏会」、各種の「アンサンブル演奏会」「ウインド・オーケストラ定
期演奏会」、作曲専攻生の自主開催としての「作曲作品発表会」「オ
ペラ試演会」「卒業演奏会ー第１日」、そして各専攻の担当教員が出
演する「教員によるSOAI Concert」等の数々のコンサートは、学生
自身にとっては日頃の技術の修練を、教員においては研究成果を問
う貴重な場となっている。また、学外でのコンサートは「相愛オー
ケストラ定期演奏会」（ザ・シンフォニーホール）、音楽専攻科生に
よる「修了演奏会」（フェニックスホール）、「卒業演奏会ー第２日」
（いずみホール）、「コンチェルトの夕べ」（いずみホール）等が開催
されたが、いずれも多くの聴衆を得て成功裏に終えることが出来た。
さらに、相愛学園創立120周年を迎えるにあたり、＜相愛学園創立
120周年記念コンサート・シリーズ＞として10月より平成21年３月
までの１年半にわたり約120回の記念コンサート開催が予定されて
いる。
公開レッスンおよび公開講座に関しては、昨年に続き「公開講座
ヴィオラ・スペース」を公開マスタークラスとして開催、さらに本
学の客員教授であり元ミュンヘン音楽大学学長のクラウス・シルデ
氏による公開講座が２日間にわたって開催されたが、いずれも学生
の音楽研究に資する教育効果を充分に示すものであった。
国際交流事業としての学生のヨーロッパ研修は例年通り実施され
た。国際交流提携校であるポーランド・ワルシャワのショパン音楽
院、イタリア・ミラノのヴェルディ音楽院での夏期講習会には多く
の学生が参加したが、ヨーロッパ音楽の伝統とその背景を体験し研
鑽を積むことができた。今後もさらに国際交流事業の発展と充実を
図り、世界を視野に入れた音楽教育活動を行いたいと思う。

相愛大学人文学部
１）留学生の受け入れ
平成19年９月に上海大学、浙江工業大学、北京聨合大学旅游学院、
長春師範大学、東北師範大学人文学院、東北大学、遼寧大学、大連
大学の８大学と学術・教員交流・留学生交換協定を結んだ。平成20
年度４月より浙江工業大学、北京聨合大学旅游学院、長春師範大学、
東北師範大学、東北大学、大連大学の学生を、主として日本文化学
科に編入学生・短期留学生として受け入れることとなり、その態勢
の充実を図る。
２）公開講座
５月より12月まで、計18回にわたり「120周年記念公開講座　歴
史・文学・宗教」を人文学部所属の教員９名（各２回ずつ）の担当
で開催した。平成20年度にむけて120周年学術行事専門委員会と連
携しひき続き同様の公開講座（８回）、記念シンポジウムなどを企
画。また秋期には、人文科学研究所の主催により人文学部所属の教
員４名と外部から招聘した１名を加えて公開講座５回を開催。いず
れの講座も多くの来場者を迎え好評であった。
３）司書課程の設置
司書課程が発足。平成20年度からは司書課程と同じく全学開放の
形で司書教諭資格が取得できるようになった。
４）学科再編
大学評議会での全学的な将来構想をふまえ、受験生・入学生の減
少や学力低下などに対応すべく、募集人員を含め学科の再編を検討

した。段階的に一部を実施。

相愛大学人間発達学部
人間発達学部は、人の一生を通じての「人」と「人」との交流の
あり方を考え、交流を通じて醸成される健康的なライフスタイルの
あり方を検討することを目的とし､子ども発達学科及び発達栄養学
科、両学科の相互履修を可能にすることによって、真に心身の発達
の意味を探求する学部である。
１）子ども発達学科は保育士養成を主たる目的として開設したが、
主として保幼の連携促進のための施策の展開や、就学前教育と小学
校の連携において保育所・幼稚園・小学校の連携を図った指導内
容・指導方法の在り方等について実践的な取り組みがなされ、より
円滑な連携・接続が課題となっている事を鑑み、保育士養成に加え
幼稚園教諭と小学校教諭の養成も行う課程となった。優れた教師の
条件である「総合的な人間力」の育成、教育現場が抱える課題に対
応できる教員養成を、従来の保育士養成と合わせて行っている。具
体的に見ると以下の様な科目が挙げられる。
ア．地域の教育力活性化を支援（子育て支援）する力を育成するカ
リキュラム「子育て支援論」「家族援助論」等。
イ．発達障害のある子どもとその保護者を支援する力を育成するカ
リキュラム「障害児指導法演習」「社会福祉援助技術A・B」等。
ウ．優れた教師の条件である「総合的な人間力」を育成するカリキ
ュラム「ベーシックセミナーA」「基礎演習」等。
エ．実践力の育成を重視したカリキュラム「保育実習Ⅰ・Ⅱ」「施
設実習」「教育実習」以外にも「保育ボランティア実習A・B」「イ
ンターンシップ実習A・B」等を設けている。本学科の教育課程を
履修することによって取得可能な免許・資格は、幼稚園教諭一種免
許状と小学校教諭一種免許状と保育士資格である。その中で、幼稚
園教諭一種免許状と保育士資格は基本的に全員取得を目指した履修
指導を行った。小学校教諭一種免許状取得については選択とし、卒
業単位数を大幅に超えての履修となるため、学生の興味・関心、意
欲を基本にして、適性や学業成績、就学態度等も考慮して、履修に
無理がないよう留意した。履修指導にあたっては、全学生に対しき
め細やかに実施するが、特に１年次と２年次では「ベーシックセミ
ナーA・B」において、学生16～17名の少人数制で実施し効果をあ
げている。３年次では総合演習、４年次では卒業研究の科目の中で
履修指導を行っていく。
２）発達栄養学科では専門基幹科目は、33か34人で１クラスの

少人数編成とし、３クラスをつくることで一人ひとりの能力・資質
に合わせた丁寧な質の高い少人数編成の教育、及び履修指導、進路
指導、生活指導等の学生生活に必要な指導をゼミ担任制のもとにき
め細かく行い、質の高い教育効果を上げている。２年次の「ベーシ
ックセミナーB」については、参考とするプレ・シラバスの配布を
行い、学生の希望する教員のアンケート調査等を行って担当教員を
決定している。
食育総論では、専門別教員のオムニバス形式で授業を行っている。
即ち、発達を促す「食育」を「栄養教育と食環境的支援」と広い視
野から捉え、各専門分野の教員による解説を通じて、総合的理解を
促すための入門的総論とした。
また、食育の基本的概説、即ち栄養教育の定義・歴史・目的、対
象、場、法的根拠、食環境形成支援方策、幼児期の家庭と幼児教育
機関における食育、学齢期の家庭と学校における食育、保健所等地
域行政諸機関、社会教育における食育、臨床栄養にかかわる医療機
関における食育を解説して効果を上げている。
また、子育て支援論では、子どもたちが小家族や希薄な人間関係
の中で育つ少子社会では、社会性をはじめ他者への思いやりや意欲
など情緒面での子どもの発達が懸念され、また子どもを育てる親自
身が慣れない育児に困惑し育児不安に陥ったり、育児を忌避したり
してしまいがちになる。そのため、地域社会ですべての人が子ども
の育ちに関心をもち、人々が安心して子どもを産み育てられるよう
な子育て支援システムとその具体的な方法について論じ、考え方を
深める内容の教授を行って効果を上げている。

相愛高等学校・相愛中学校
相愛高等学校・中学校における教育に関する主な取り組みについ

て報告する。
１）高大連携
相愛大学人間発達学部との高大連携により、今まで以上に大学と
の交流を図り、この講義を受けた生徒には単位取得証明が発行され
る。高校卒業後大学に入学したとき、単位取得証明書を提出して当
該認定の取得認定を受領することは、高校生にとって目的意識を明
確にさせることにもなる。
２）生徒一人ひとりの進路選択の応援
中学校と高等学校は、大学で専門的な学問を学ぶため基礎学力を
養う重要な時期である。
中学校においては、各教科の基礎勉強の徹底指導に努める。特に
基礎の積み重ねが重要となる数学と英語の教科は、習熟度別授業を
して基礎学力向上に努めた。
高校時代は、自らの進路を見極める上で重要な時期である。しか
し高校生の段階では、自分の中にどのような能力が秘められている
かを自分だけでは十分見極めることができない。そのため１年次か
らホームルームの時間などに専門家による自分の職業の適性を考え
る「キｬリア教育」、大学の学部・学科の研究、そして大学探しと面
接に備えてのマナー講座など、進路相談の計画的な実施をすること
は、生徒達に適切な情報を与え、各個人に応じたガイダンスに努め
たり、生徒たち自身が「将来の夢」「夢の実現に向かって学びたい
分野」を考えさせることにより、自分が希望する進路の意識確立が
高くなる。
３）礼拝堂の耐震工事（講堂）
耐震工事に伴い、講堂も改装したので、音響が以前に比べて数段
とすばらしくなった。そのうえ、舞台も広くなり、オーケストラ演
奏の鑑賞が楽しみである。同時にパイプオルガンもリニューアルし、
装いも新たになったパイプが奏でる音に心和やかな一日を過ごすこ
とになる。

国際交流について
日本のみならず、今や世界の至るところでグローバル化が叫ばれ
ている。もはや反転することのないこの傾向は、文化・学問・教育
の中心である大学においても大きな波となって押し寄せてきてい
る。それは本学のような規模の大学であっても決して例外ではない。
平成19年度当初、国際交流室（現、国際交流部）はこのトレンドを
勘案し、留学生派遣プログラム、海外における夏期講習、外国人講
師招聘の３つを柱とした予算を組み立てた。
ところが初夏の頃より、中国にあるおよそ10大学から、協定の締
結を基に留学生を迎え入れる事業が持ち上がり、年度当初の予算に
は計上されていなかった留学生受け入れプログラムが立ち上げられ
ることとなった。それに伴い、国際交流に関する学内組織が改編さ
れ、留学生センターが発足すると同時に、国際交流室が国際交流部
に格上げされた。
この留学生受け入れプログラムは、本学における国際性の向上或
いはその意味に大きな方向を示すことになるかもしれない。ただ詳
細に検討すれば、現段階では留学生が派遣される大学（英語圏）と、
受け入れ留学生の出身大学（中国）とが全く異
なっており、国外提携校との間に成熟した関係
が存在しているとは言い切れない。今後は国際
性のさらなる成熟を目指して、先ずは国外提携
校との間での双方向間の交流、そして広く世界
との関係を深めていくための高等教育における
国際性の向上を図りたい。
尚、留学生の受け入れに係る事項及び経費に
関しては、他の部署からの報告に譲り、この場
所（国際交流について）では割愛することとす
る。
①留学生の派遣
予算段階では、長期派遣留学（アメリカ合衆
国：北コロラド大学）、短期派遣留学（アメリ
カ合衆国：北コロラド大学、イギリス：アング
リア・ラスキン大学、オーストラリア：南クイ
ーンズランド大学）が計画されていたが、実施
されたのはアングリア・ラスキン大学への短期

派遣留学の１件のみであった。これは学生の応募が少なかったこと
によっており、予算の側に問題があったのではない。ただ学生の応
募が少なかったことについては、学生の意欲低下だけに原因を求め
るのではなく、大学側にも検討しなければならないことが残されて
いる。それはこのプログラムが一律のものであり、学生のニーズに
応え切れていないと思われるのである。学生一人一人の個性を大切
にした留学プログラムの構築が急がれている。
②学生の海外研修
平成19年度も夏期休暇期間を利用し、学生（一部卒業生も含む）
が外国の高等教育機関で学ぶ講習を実施した。予算の段階では次の
講習の開催を計画したが、その中で北コロラド大学、アングリア・
ラスキン大学への英語語学研修は、応募者が催行人数に達しなかっ
たために実施しなかった。
・英語語学研修：北コロラド大学、アングリア・ラスキン大学
・中国研修：北京外国語大学
・音楽研修：ショパン・アカデミー
・音楽（声楽）研修：ミラノ・ヴェルディ音楽院
その他の3つの講習は、例年並に数多くの参加学生を得、予算どお
り実施された。いずれも短期間の講習ではあるが、参加学生は異文
化、或いは音楽研修にあっては文化の源を体験することができたと
思われる。卒業後、国際的に活躍することを夢見る学生だけでなく、
日本国内にあっても国際人であることを望む学生にとってその第一
歩が踏み出されたに違いない。
③教員の交流
音楽学部では、毎年国外の提携校から教授を招聘し、およそ1ヶ
月に渡って実技レッスンを繰り広げている。平成18年度まではショ
パン・アカデミー（ポーランド）からピアノの教授とヴァイオリン
の教授を交代で招聘していたが、平成19年度は５月にミュンヘン国
立音楽大学（ドイツ）からクラウス・シルデ教授（ピアノ）を迎え、
活気あふれるレッスンと講座を学生他に提供することができた。例
年のことながら、この事業では、レッスンは言うまでもなく、外国
人教員との日常的な触れ合いによって、レッスンの受講生のみなら
ず、大学キャンパスに学ぶ多くの学生にもヨーロッパの雰囲気を感
じさせる契機が生じたことと思われる。
しかしながら、平成19年度は、本学の教員が国外においてレッス
ンや講義を行なう機会が、３月に人文学部の孫教授が東北大学（中
国）から招聘されて行なった一度しかなかった。提携先の学生・教
員のためにも、さらには本学における国際性教育のためにも、この
種の事業の活性化を図る必要がある。
平成19年度の国際交流事業は以上のような事項であるが、これを
総括すれば、例年通りの事業の踏襲が殆どで、創造性に乏しいこと
が反省点として残された。派遣留学のプログラムにしても海外研修
にしても、内容等をますます充実したもの、昨今の学生のニーズに
沿ったものにする努力が求められる。加えて、国際交流と言えば、
大抵の場合、国外での活動或いは留学生の受け入れが念頭に置かれ
てしまうが、翻って大学キャンパスにおける日常的な活動の中に国
際性の要素を込めていく工夫もなされなければならない。
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業
後
も
「
い
つ
か
相

愛
に
戻
り
た
い
」
と
願
っ
て
い

た
夢
が
か
な
っ
た
の
が
７
年

前
。
音
楽
学
部
作
曲
・
ヴ
ィ
ジ

ュ
ア
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
コ
ー

ス
の
非
常
勤
講
師
と
し
て
、
音

楽
と
映
像
が
一
体
化
し
た
新
し

い
感
性
を
生
み
、
育
て
る
こ
と

に
力
を
注
い
で
い
る
。

そ
ん
な
中
１
年
ほ
ど
前
、

「
よ
ろ
こ
び
の
歌
」
を
募
集
す

る
ポ
ス
タ
ー
を
見
た
瞬
間
に

「
作
り
た
い
！
」
と
思
っ
た
が
、

な
か
な
か
イ
メ
ー
ジ
が
わ
か
な

か
っ
た
。
そ
れ
が
今
年
の
５
月

ご
ろ
「
１２
歳
か
ら
２３
歳
ま
で
学

園
で
お
世
話
に
な
っ
て
先
生
に

教
え
て
も
ら
っ
た
事
や
環
境

は
、
私
の
も
の
の
考
え
方
の
基

本
に
な
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
今

で
も
心
の
中
に
響
い
て
い
る
言

葉
や
思
い
を
ち
り
ば
め
て
作
ろ

う
」
と
ひ
ら
め
き
、
２
日
間
で

一
気
に
完
成
さ
せ
た
。

リ
フ
レ
イ
ン
さ
れ
る
「
鏡
の

中
　
満
ち
足
り
た
笑
顔
の
私
」

と
い
う
歌
詞
に
は
、「
今
日
一

日
、
し
ん
ど
い
事
も
あ
っ
た
け

れ
ど
、
こ
ん
な
い
い
事
も
あ
っ

た
よ
、
と
い
う
小
さ
な
喜
び
を

毎
日
自
覚
し
て
い
け
る
一
生
を

送
れ
た
ら
…
」
と
い
う
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。
何
も
な
い

と
こ
ろ
か
ら
形
あ
る
も
の
を
作

り
上
げ
、
人
々
を
感
動
さ
せ
る

音
楽
。
そ
の
魅
力
を
、
自
ら
の

音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て

の
活
動
や
母
校
の
後
輩
を
指
導

す
る
こ
と
で
、
も
っ
と
広
め
た

い
と
誓
っ
て
い
る
。

平成19年度 事業報告書

区　分 内　　　　　容事　　　　　業
コース制

特待制度

優待制度

制　服

中学一貫特進コースを
特進コースに変更

一人一人の徹底した基礎学力

高　校 本校入学試験当日の成績上位者
上位者15名（専・併あわせて）　入学金・授業料免除

入学金免除 入学試験合格時に相愛高等学校に在学であれば、
入学金免除　　但し、入学金免除は在学中1回適用
中学;20万円
高校普通科特進及び普通科進学;20万円
音楽科;37万円
従来の制服を基調とする。
（清楚さを損なわないように制服の色は紺色を基準）
オプションとしてチェックのスカート・リボン
セーター・ベスト

制服の改定

相愛高等学校・相愛中学校　平成19年度事業実績

編
集
後
記

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
、
１

カ
月
足
ら
ず
と
な
り
ま
し
た
。

創
立
１
２
０
周
年
の
記
念
事

業
も
、
い
く
つ
か
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
残
す
だ
け
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
記
念
事

業
を
無
事
開
催
で
き
た
こ
と
、

そ
し
て
多
く
の
方
々
に
ご
参

加
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝

す
る
ば
か
り
で
す
。

一
般
的
な
事
象
に
お
い
て
、

物
事
を
始
動
さ
せ
る
時
に
大

き
な
力
が
必
要
な
こ
と
は
、

誰
も
が
知
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
動
い
て
い
る
も
の
を
停

止
さ
せ
る
時
に
も
、
始
動
さ

せ
る
時
と
同
じ
よ
う
な
力
が

必
要
な
こ
と
も
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
い
っ
た
ん
動
き

出
し
た
も
の
を
動
か
し
続
け

る
た
め
に
不
可
欠
な
持
続
的

な
力
は
、
見
過
ご
さ
れ
が
ち

で
す
。
華
々
し
く
は
な
い
、

こ
の
持
続
的
な
力
こ
そ
、
ブ

ラ
ン
ド
力
だ
と
思
い
ま
す
。

か
か
わ
り
の
あ
る
方
々
の

持
続
的
な
力
の
成
果
と
し
て
、

１
２
０
年
間
動
き
続
け
て
い

る
も
の
を
止
め
ぬ
よ
う
に
努

め
る
の
が
、
今
い
る
人
間
の

責
務
だ
と
思
い
ま
す
。（
川
中
）

１
　
私
が
い
ま
こ
こ
に
い
る
の
は

意
味
の
あ
る
こ
と
必
要
な
こ
と

私
が
い
ま
生
き
て
い
る
の
は

い
ろ
ん
な
人
に
支
え
ら
れ
て
る
か
ら

二
度
と
通
れ
ぬ
今
日
と
い
う
道
を

精
一
杯
生
き
よ
う

心
の
眼
を
あ
け
て
見
て
ご
ら
ん
な
さ
い

こ
の
上
も
な
く
幸
せ
な
自
分
に

気
づ
い
て
お
ど
ろ
く
で
し
ょ
う

そ
う
感
謝
の
気
持
ち
教
え
て
く
れ
た
学
舎

ま
な
び
や

２
　
た
と
え
ば
い
ま
悲
し
い
こ
と
や

苦
し
い
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
て
も

そ
れ
は
生
き
て
い
る
こ
と
の

証あ
か
し

だ
と
い
う
こ
と
そ
れ
が
人
生

歩
み
を
進
め
て
踏
み
出
し
て
ご
ら
ん

よ
ろ
こ
び
が
生
ま
れ
て
く
る

な
ご
や
か
な
姿
や
さ
し
い
こ
と
ば
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
あ
り
が
と
う
と
い
え
た
日

鏡
の
中
満
ち
足
り
た
笑
顔
の
私

よ
ろ
こ
び
に
あ
ふ
れ
輝
い
て
た

＊
く
り
か
え
し

心
の
眼
を
あ
け
て
見
て
ご
ら
ん
な
さ
い

こ
の
上
も
な
く
幸
せ
な
自
分
に

気
づ
い
て
お
ど
ろ
く
で
し
ょ
う

そ
う
感
謝
の
気
持
ち
教
え
て
く
れ
た
学
舎

ま
な
び
や

な
ご
や
か
な
姿
や
さ
し
い
こ
と
ば
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
あ
り
が
と
う
と
い
え
た
日

鏡
の
中
満
ち
足
り
た
笑
顔
の
私

よ
ろ
こ
び
に
あ
ふ
れ
輝
い
て
た

よろこびよろこび
の歌の歌
よろこび
の歌

「よろこびの歌」を
作詞・作曲
許　真弓さん

相愛大学音楽学部作曲専攻卒業




